
大
阪
駅
の
ホ
ー
ム
で
班
長
は
じ
め
戦
友
五
人
と
別
れ
た
後
、

一
人
満
員
列
車
に
揺
ら
れ
豊
橋
駅
へ
向
か
う
。
豊
橋
駅
に
着
い

た
時
、
ホ
ー
ム
か
ら
旧
吉
田
大
橋
の
鉄
橋
が
丸
見
え
で
市
街
は

焼
け
野
原
だ
っ
た
。

考
え
て
み
れ
ば
乗
車
切
符
は
持
た
ず
、
復
員
証
明
書
も
な

い
。
仕
方
な
く
ホ
ー
ム
の
■
を
飛
び
越
え
、
逃
げ
る
よ
う
に
姉

（
船
町
）
の
家
に
行
く
。
頭
か
ら
爪
先
ま
で
真
っ
黒
、
姉
が

「
ど
ち
ら
様
で
す
か
」
と
何
回
も
聞
き
直
し
た
ほ
ど
だ
っ
た
。

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
八
月
二
十
日
鹿
屋
を
出
て
か
ら
姉
の
家

に
着
く
ま
で
八
日
間
、
風
呂
は
一
度
も
入
ら
ず
、
ご
飯
を
食
べ

た
の
は
二
食
だ
け
。
着
の
身
着
の
ま
ま
、
よ
く
も
無
事
で
あ
っ

た
も
の
だ
と
不
思
議
な
気
が
し
た
。

豊
橋
か
ら
白
須
賀
へ
と
帰
っ
た
の
は
八
月
二
十
八
日
夕
方
、

お
袋
さ
ん
が
泣
い
て
「
大
変
苦
労
し
た
な
ー
、
で
も
無
事
で
良

か
っ
た
」
と
喜
ん
だ
姿
が
今
で
も
目
に
浮
か
ぶ
。

私
は
若
い
人
に
よ
く
「
戦
争
と
は
」

、
と
聞
か
れ
る
事
が
あ

る
。
私
の
答
え
は
一
つ
、「
戦
争
と
は
…
…
人
類
の
文
化
・
資

産
を
破
壊
し
、
人
殺
し
を
公
然
と
行
う
行
為
で
あ
る
」

、
故
に

決
し
て
戦
争
は
し
て
は
な
ら
な
い
。

戦
後
五
十
余
年
を
過
ぎ
、
現
在
の
幸
福
を
感
謝
し
つ
つ
毎
日

を
暮
ら
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

航
空
情
報
連
隊

―
ビ
ル
マ
―
　 

島
根
県
　
天
野
甚
市
　 

私
は
農
家
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
学
校
卒
業
と
共
に
大
阪

の
写
真
機
具
店
に
勤
め
、
現
像
、
仕
上
げ
の
仕
事
に
従
事
し
て

い
た
。
昭
和
十
六
年
十
一
月
、
突
然
徴
用
傭
令
に
て
呉
市
の
第

一
船
舶
工
作
■
に
出
頭
し
、
そ
こ
で
軍
属
宣
誓
を
行
い
軍
属
と

し
て
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
の
写
真
技
術
が
こ
の
船
舶

工
作
班
に
必
要
だ
っ
た
の
だ
。

何
分
大
東
亜
戦
開
戦
以
前
の
こ
と
で
、
国
家
機
密
が
固
く
守

ら
れ
て
い
た
の
で
、
私
自
身
何
の
こ
と
や
ら
さ
っ
ぱ
り
判
明
し

な
か
っ
た
。
当
時
支
那
事
変
中
の
こ
と
だ
か
ら
、
事
変
に
関
連

す
る
軍
務
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
た
。

私
達
は
昭
和
十
六
年
十
一
月
宇
品
港
に
集
結
し
、
五
〇
隻
に



及
ぶ
大
船
団
と
な
り
密
か
に
出
港
し
、
海
南
島
に
到
着
、
十
二

月
七
日
仏
印
カ
ム
ラ
湾
に
到
着
、
十
二
月
八
日
船
内
で
宣
戦
布

告
を
知
っ
た
。

十
二
月
十
三
日
、
タ
イ
国
シ
ン
ゴ
ラ
に
到
着
、
敵
前
上
陸
が

敢
行
さ
れ
た
直
後
の
コ
タ
バ
ル
に
上
陸
し
た
。
コ
タ
バ
ル
敵
前

上
陸
は
英
軍
も
予
め
察
知
し
て
配
備
し
て
い
た
所
へ
の
強
行
上

陸
で
あ
っ
た
様
子
で
、
激
戦
跡
地
の
写
真
撮
影
を
重
ね
た
。
日

本
軍
の
将
校
以
下
多
数
の
戦
死
者
の
写
真
も
撮
っ
た
。
一
切
の

写
真
は
軍
事
機
密
と
し
て
扱
わ
れ
た
。

サ
イ
ゴ
ン
、
シ
ン
ゴ
ラ
等
で
損
傷
船
舶
の
補
修
作
業
が
行
わ

れ
た
。
三
月
八
日
に
占
領
後
間
も
な
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
到
着

し
た
。

昭
和
十
七
年
四
月
十
二
日
、
徴
兵
検
査
の
た
め
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
か
ら
輸
送
船
に
便
乗
し
宇
品
港
に
帰
還
し
、
宇
品
運
輸
部

写
真
班
に
し
ば
ら
く
勤
務
し
、
四
月
勤
務
を
終
了
し
郷
里
に
帰

っ
た
。
私
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
帰
っ
た
直
後
、
私
達
の
船
舶

工
作
船
「
オ
レ
ゴ
ン
丸
」
は
触
雷
事
故
の
た
め
爆
沈
し
、
五
三

〇
人
の
若
い
人
々
の
死
者
を
出
す
惨
事
に
遭
っ
た
。

昭
和
十
八
年
四
月
十
日
、
現
役
兵
（
飛
行
兵
）
と
し
て
静
岡

県
磐
田
市
に
あ
る
航
空
情
報
連
隊
（
中
部
第
一
二
九
部
隊
）
に

入
隊
す
る
よ
う
指
示
し
て
あ
っ
て
、
一
切
不
明
の
ま
ま
故
郷
を

出
発
し
た
。
軍
属
経
験
も
あ
り
案
ず
る
必
要
も
な
し
と
覚
悟
を

定
め
て
営
門
を
く
ぐ
っ
た
。

航
空
情
報
連
隊
と
は
、
主
な
る
任
務
は
激
戦
地
た
る
最
前
線

の
要
地
に
小
人
数
で
展
開
し
、
各
個
分
隊
毎
に
飛
来
し
て
来
た

敵
機
の
動
向
を
逸
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
直
ち
に
そ
の
機
種
、
高

度
、
機
数
、
進
行
方
向
な
ど
を
無
線
通
信
機
に
よ
っ
て
、
速
や

か
に
、
且
つ
的
確
に
暗
号
文
を
用
い
て
打
電
し
、
後
方
の
友
軍

航
空
基
地
へ
通
報
し
て
、
敵
機
迎
撃
作
戦
に
有
利
な
情
報
の
提

供
を
任
務
と
し
た
部
隊
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
重
要
な
任
務
を
全
う
す
る
た
め
に
、
無
線
通
信
の

基
礎
教
育
は
も
と
よ
り
、
通
信
機
の
操
作
点
検
及
び
ア
ン
テ
ナ

の
張
り
方
、
気
象
関
係
の
知
識
、
モ
ー
ル
ス
信
号
や
対
空
監
視

の
要
領
な
ど
を
、
■
か
六
ヵ
月
足
ら
ず
の
期
間
内
に
習
得
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
社
会
の
通
念
で
は
到
底
不
可
能
と
思

わ
れ
る
こ
と
で
も
、
軍
隊
と
い
う
特
殊
な
集
団
教
育
に
掛
か
る

と
、
ま
る
で
催
眠
術
に
で
も
か
か
っ
た
よ
う
に
、
も
の
の
見
事



に
完
璧
に
近
い
状
態
で
実
現
す
る
か
ら
不
思
議
な
所
で
あ
る
。

私
も
通
信
に
関
し
て
は
ズ
ブ
の
素
人
で
当
初
は
全
く
の
未
知

の
世
界
に
引
き
摺
り
込
ま
れ
て
途
方
に
暮
れ
た
が
、
日
が
経
つ

と
共
に
一
部
の
経
験
者
（
郵
政
省
、
船
舶
通
信
者
）
と
互
し
て

負
け
な
い
実
力
が
グ
ン
グ
ン
伸
び
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

し
か
も
内
務
班
内
の
軍
律
厳
し
い
生
活
の
中
で
古
参
兵
た
ち

の
辛
辣
な
い
じ
め
や
、
意
地
悪
な
制
裁
な
ど
を
克
服
し
な
が
ら

の
技
術
の
習
得
は
、
並
大
抵
な
努
力
で
は
成
し
得
な
い
血
と
汗

と
涙
の
結
晶
で
あ
っ
た
。

そ
の
間
に
一
般
兵
の
基
礎
訓
練
で
あ
る
戦
闘
訓
練
、
射
撃
、

銃
剣
術
等
も
繰
り
入
れ
ら
れ
ま
た
通
信
教
育
の
た
め
浜
名
湖
周

辺
、
天
竜
川
等
へ
の
宿
営
訓
練
も
交
え
て
実
施
さ
れ
、
営
外
に

出
て
晴
れ
た
日
の
富
士
山
の
威
容
に
は
連
日
の
営
内
の
苦
労
が

洗
い
落
と
さ
れ
る
思
い
で
眺
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

我
々
教
育
中
の
中
隊
は
■
西
中
隊
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
中
隊

長
を
中
心
に
■
西
中
隊
を
新
設
し
て
ビ
ル
マ
に
派
遣
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

隊
員
は
今
期
初
年
兵
の
中
か
ら
二
十
人
が
選
抜
さ
れ
将
校
、

下
士
官
、
古
年
次
兵
は
他
隊
か
ら
転
入
ま
た
は
召
集
で
充
当
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

選
抜
初
年
兵
の
中
に
私
も
選
ば
れ
て
加
わ
っ
た
。
ビ
ル
マ
へ

派
遣
を
前
提
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
■
西
中
隊
に
は
、
通
信
器

材
だ
け
で
も
お
び
た
だ
し
い
量
の
も
の
が
連
隊
の
広
場
に
搬
入

さ
れ
、
こ
の
機
材
の
点
検
、
員
数
の
確
認
、
荷
造
り
梱
包
、
更

に
磐
田
駅
引
込
線
内
に
導
入
し
た
貨
物
列
車
へ
の
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
と
、
新
設
間
も
な
い
中
隊
全
員
一
丸
と
な
っ
て
働
い
た
。

昨
日
ま
で
一
面
識
も
な
い
人
々
が
集
ま
っ
た
こ
の
新
設
中
隊

で
は
あ
る
が
、
通
信
の
プ
ロ
の
集
団
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
先
ビ

ル
マ
と
い
う
異
郷
で
生
死
を
共
に
す
る
間
柄
を
運
命
づ
け
ら
れ

た
人
々
の
集
ま
り
で
あ
る
。

■
西
中
隊
は
昭
和
十
八
年
十
月
二
十
日
、
ビ
ル
マ
目
指
し
て

勇
躍
磐
田
駅
を
出
発
、
乗
船
地
門
司
港
へ
と
向
か
っ
た
。

い
よ
い
よ
輸
送
船
が
門
司
港
を
出
港
し
た
の
は
昭
和
十
八
年

十
月
二
十
三
日
で
あ
っ
た
。
若
松
沖
で
集
結
し
た
船
は
二
〇
隻

を
超
え
る
大
船
団
と
な
り
、
こ
の
船
団
を
護
衛
す
る
駆
逐
艦
、

巡
洋
艦
が
前
後
左
右
に
船
団
を
囲
む
よ
う
に
護
衛
し
つ
つ
航
行



を
続
け
る
渡
洋
で
あ
る
。

船
内
は
蚕
棚
式
で
人
員
を
満
載
し
て
狭
苦
し
く
蒸
し
暑
く
、

他
隊
と
の
混
同
乗
船
は
気
の
緩
ま
る
暇
も
な
い
航
海
で
あ
る
。

途
中
高
雄
港
に
寄
港
、
再
び
南
進
の
航
海
を
続
け
、
敵
潜
水
艦

の
出
没
と
風
波
の
荒
い
バ
シ
ー
海
峡
に
突
入
す
る
。
一
万
ト
ン

級
の
こ
の
輸
送
船
も
上
下
に
木
の
葉
の
よ
う
に
翻
弄
さ
れ
続
け

て
の
航
海
を
続
け
る
こ
と
二
～
三
時
間
、
い
つ
の
間
に
か
風
波

も
静
か
に
な
り
、
心
配
し
た
敵
潜
の
襲
撃
も
な
く
、
船
団
は
無

事
南
シ
ナ
海
域
に
入
っ
た
様
子
で
あ
っ
た
。

航
海
が
続
い
て
マ
ニ
ラ
入
港
が
近
付
い
た
時
突
然
、
ズ
シ
ー

ン
と
肚
に
応
え
る
大
爆
音
、
一
同
顔
面
蒼
白
に
緊
張
す
る
一

瞬
、
こ
れ
は
我
が
護
衛
艦
が
敵
潜
に
対
す
る
爆
雷
攻
撃
の
音
響

と
聞
い
て
安
堵
の
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。

マ
ニ
ラ
で
比
島
行
き
船
団
と
別
れ
、
我
々
残
り
の
船
団
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
を
目
指
し
て
航
行
を
続
け
る
。
昭
和
十
八
年
十
一

月
九
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
港
に
到
着
。
十
九
日
間
の
不
自
由
で

不
安
な
航
海
が
無
事
終
わ
っ
た
こ
と
を
一
同
手
を
取
り
合
っ
て

喜
ん
で
上
陸
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
つ
い
最
近
ま
で
英
国
の
植
民
地
と
し
て
栄

え
た
街
で
あ
り
、
街
並
み
も
豪
華
な
建
物
が
並
び
、
道
路
の
舗

装
も
街
路
樹
も
美
し
い
都
市
で
あ
る
。

上
陸
後
市
街
地
か
ら
少
し
離
れ
た
小
高
い
丘
陵
地
帯
に
建
て

ら
れ
た
兵
站
宿
舎
に
一
週
間
程
滞
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
こ
か
ら
は
街
並
み
が
一
望
に
眼
下
に
見
晴
ら
さ
れ
、
ま
た

遙
か
に
、
過
ぎ
る
日
の
激
戦
地
と
な
っ
た
摺
鉢
山
の
全
容
が
、

弾
痕
も
生
々
し
く
赤
茶
け
た
土
肌
を
露
出
し
て
望
見
さ
れ
た
。

私
共
の
郷
土
部
隊
、
第
五
師
団
の
苦
闘
の
占
領
地
で
あ
り
、

多
く
の
郷
里
の
知
人
の
戦
死
の
地
で
あ
り
、
感
慨
一
入
深
い
も

の
で
あ
っ
た
。

我
々
二
個
分
隊
は
先
遣
隊
と
し
て
列
車
で
北
上
し
、
タ
イ
国

バ
ン
コ
ッ
ク
ま
で
行
き
、
そ
の
後
バ
ン
コ
ッ
ク
か
ら
ビ
ル
マ
・

ミ
ン
ガ
ラ
ド
ン
飛
行
場
ま
で
軍
用
機
に
便
送
し
て
先
行
す
る
こ

と
に
決
定
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
本
隊
と
分
か
れ
た
。

マ
レ
ー
半
島
縦
断
の
長
い
汽
車
の
旅
に
入
っ
た
。
乗
車
し
て

か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
、
通
過
す
る
沿
線
の
風
物
や
土
民
の
生

活
様
式
の
変
化
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
や
樹
林
を
抜
け
、
平
原
を
走

り
、
次
々
と
移
り
変
わ
る
風
景
を
物
珍
し
く
眺
め
て
い
た
が
、



何
分
マ
レ
ー
半
島
縦
断
二
〇
〇
〇
キ
ロ
の
列
車
の
旅
は
全
く
疲

れ
果
て
、
ウ
ト
ウ
ト
眠
り
の
旅
に
終
始
し
た
。

バ
ン
コ
ッ
ク
に
着
い
た
後
、
軍
用
機
の
空
席
次
第
二
～
三
人

宛
便
乗
輸
送
で
、
全
員
が
ビ
ル
マ
入
り
す
る
の
に
約
一
ヵ
月
要

し
た
。
そ
の
間
、
残
留
の
人
員
は
ビ
ル
マ
で
必
要
な
品
物
の
調

達
等
使
役
に
つ
い
て
働
い
て
い
た
。

昭
和
二
十
年
の
正
月
は
、
ビ
ル
マ
で
桜
の
花
の
満
開
の
下
で

迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

一
方
本
隊
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
列
車
に
て
北
上
、
途
中
か

ら
船
、
そ
れ
か
ら
徒
歩
で
ド
ー
ナ
ル
山
脈
五
〇
〇
キ
ロ
を
十
日

も
か
か
っ
て
ビ
ル
マ
に
到
着
し
、
別
動
隊
は
資
材
を
船
積
み
し

て
先
行
し
た
も
の
の
、
目
的
地
近
く
で
触
雷
爆
沈
し
通
信
資
材

を
浸
水
さ
せ
る
事
故
を
起
こ
し
た
り
し
て
、
中
隊
の
ビ
ル
マ
集

結
は
苦
労
の
連
続
で
昭
和
十
九
年
一
月
三
日
頃
完
了
し
た
。
こ

れ
か
ら
が
我
々
情
報
中
隊
の
本
来
の
任
務
に
邁
進
す
る
こ
と
に

な
る
。

中
隊
は
本
部
を
ビ
ル
マ
中
部
の
都
メ
イ
ク
テ
ー
ラ
に
置
い

た
。
こ
こ
は
南
湖
、
北
湖
と
大
き
な
湖
が
あ
り
、
東
西
南
北
に

四
つ
の
飛
行
場
が
あ
り
飛
行
部
隊
は
迎
撃
戦
闘
、
爆
撃
戦
闘
に

活
躍
し
て
い
る
要
地
で
あ
っ
た
。
中
隊
は
重
点
を
西
方
方
面
に

置
い
て
、
イ
ラ
ワ
ジ
河
を
中
心
に
チ
ン
高
原
、
ア
ラ
カ
ン
山
脈

方
面
に
分
遣
隊
を
派
遣
し
、
情
報
の
収
集
に
務
め
る
配
備
を
堅

め
た
の
で
あ
っ
た
。

我
々
分
遣
隊
は
、
当
初
は
チ
ン
高
原
の
ロ
ン
デ
ン
に
分
■
と

し
て
派
遣
さ
れ
た
。
こ
こ
は
高
原
で
海
抜
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

も
あ
る
高
地
で
、
夜
は
寒
く
外
套
を
使
用
す
る
日
も
あ
っ
た
。

食
事
は
近
く
の
飛
行
場
で
炊
い
て
分
■
に
持
ち
帰
っ
て
行
っ

た
。
監
視
■
は
防
空
壕
内
に
設
置
し
、
ア
ン
ペ
ラ
で
作
ら
れ
た

兵
舎
で
起
居
の
生
活
を
行
っ
た
。
私
達
は
最
後
ま
で
補
充
兵
が

来
な
い
ま
ま
な
の
で
初
年
兵
と
し
て
の
苦
役
を
強
い
ら
れ
た
。

立
■
は
し
な
い
が
、
送
信
機
の
電
源
は
手
回
し
発
電
で
発
信
す

る
の
で
、
な
か
な
か
労
力
の
要
る
作
業
で
あ
っ
た
。

上
空
を
敵
機
が
侵
入
す
る
こ
と
は
多
く
は
な
か
っ
た
が
、
友

軍
機
は
絶
え
ず
上
空
を
超
え
て
敵
地
へ
飛
び
立
っ
た
。
時
に
は

帰
還
し
な
い
友
軍
機
が
あ
り
分
■
員
を
悲
し
ま
せ
た
。

分
■
の
位
置
の
移
動
は
戦
況
の
変
化
に
伴
い
二
、
三
回
あ
っ

た
が
地
名
の
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。



最
後
の
分
■
は
イ
ン
パ
ー
ル
方
向
に
対
す
る
も
の
で
距
離
は

三
〇
～
四
〇
キ
ロ
ぐ
ら
い
の
所
だ
っ
た
。

そ
の
頃
は
既
に
ユ
マ
ヒ
敗
退
の
兵
が
、
炊
事
の
水
源
に
死
体

で
転
が
り
込
ん
で
い
た
り
、
土
民
の
空
き
家
に
敗
走
中
の
動
け

な
く
な
っ
た
一
団
を
発
見
し
、
明
朝
食
事
を
持
っ
て
訪
れ
て
み

る
と
全
員
死
体
に
な
っ
て
い
る
の
を
目
撃
し
た
り
、
惨
状
は
こ

の
山
中
に
充
満
し
て
い
た
。
山
は
大
き
く
深
い
の
で
、
一
度
降

雨
が
あ
る
と
谷
底
の
土
地
は
見
る
間
に
増
水
し
、
渡
渉
不
可
能

な
大
河
・
急
流
に
変
化
し
油
断
の
出
来
な
い
地
形
で
あ
っ
た
。

私
は
運
転
手
と
共
に
中
隊
本
部
に
連
絡
の
た
め
、
分
■
を
出

発
後
車
中
で
発
病
、
急
に
意
識
不
明
に
陥
り
、
そ
の
一
ヵ
月
全

く
意
識
不
明
の
重
態
で
前
線
の
病
院
を
転
々
し
、
回
復
ま
で
三

ヵ
月
を
要
し
た
。
回
復
時
は
ビ
ル
マ
最
南
端
の
病
院
ま
で
後
送

さ
れ
て
い
た
。
飛
行
兵
科
で
あ
っ
た
関
係
で
、
病
院
も
大
切
に

取
り
扱
っ
て
く
れ
た
も
の
と
信
じ
て
い
る
。
回
復
後
中
隊
本
部

に
復
帰
、
事
務
を
手
伝
っ
て
体
力
の
回
復
を
待
っ
た
。

イ
ン
パ
ー
ル
敗
退
後
ビ
ル
マ
の
戦
局
は
急
速
に
悪
化
し
、
軍

の
ビ
ル
マ
撤
退
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
中
隊

か
ら
私
達
三
人
が
泰
緬
鉄
道
経
由
タ
イ
脱
出
の
先
導
要
員
と
し

て
出
発
し
た
。
戦
後
映
画
化
し
た
「
戦
場
に
か
け
る
橋
」
で
有

名
な
難
工
事
の
泰
緬
鉄
道
だ
。
途
中
数
回
敵
機
の
銃
爆
撃
を
受

け
た
が
、
そ
の
都
度
列
車
か
ら
飛
び
降
り
て
、
線
路
か
ら
遠
く

離
れ
て
退
避
し
難
を
逃
れ
、
バ
ン
コ
ッ
ク
に
無
事
到
着
す
る
こ

と
が
出
来
た
。

後
に
中
隊
主
力
が
こ
の
泰
緬
鉄
道
を
通
過
す
る
頃
は
、
一
昼

夜
で
通
過
で
き
る
の
を
二
十
日
も
要
し
て
、
歩
い
た
り
、
荷
物

を
下
ろ
し
た
り
積
ん
だ
り
、
山
上
ま
で
担
ぎ
上
げ
た
り
下
ろ
し

た
り
で
、
バ
ン
コ
ッ
ク
に
は
難
行
軍
の
末
到
着
し
た
。

終
戦
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
知
っ
た
。
一
同
男
泣

き
に
泣
い
て
終
戦
を
迎
え
た
。
武
装
解
除
は
仏
印
の
サ
イ
ゴ
ン

で
英
軍
の
厳
重
監
視
の
下
で
執
行
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
の
後
仏
印
国
内
の
事
情
等
い
ろ
い
ろ
問
題
は
あ
っ
た
が

我
々
中
隊
は
中
立
の
立
場
を
守
っ
て
ひ
た
す
ら
帰
国
の
日
を
待

ち
、
遂
に
昭
和
二
十
一
年
五
月
サ
ソ
ジ
ャ
ッ
ク
よ
り
乗
船
、
大

竹
に
復
員
し
、
無
事
再
び
故
郷
の
土
地
を
踏
む
こ
と
が
出
来

た
。




